


矢源田窯跡正誤表

位 置 誤 下

本文21ページ 15行日
2は波積町にある福城寺の長

'F珂に葺か
れていた瓦で、文化年間(1804～ 1817
年うの赤五であるA

2は双積町不 9RIにある彊親等の山門に

葺かれていた瓦で、文政年間 (1818～
1829年 )の赤瓦である。



このたび、波積ダム建設に伴う集団移転造成工事及び、県道大田。

井田 。江津線付替え工事に伴い、瓦窯跡の調査報告書を刊行する運

びとなりました。

石見焼発祥地と考えられている江津では、古くから都野津層によ

り良質の粘土がとれた為、約 200～ 300基の窯があつたと言わ

れております。最盛期には至る所で登り窯を焚く煙がみられていま

したが、現在ではオートメーションで瓦を製造しており、登り窯で

瓦を焼く所はなくなりました。

石州瓦は、来待釉の赤い釉薬が印象深く、江津の町では赤い光沢を

放つ美しい軒並みがみられます。硬く焼き締められた石州瓦は、塩

害や凍害に強い特色から、北陸などの寒冷地で使われ、やがて中国

地方や九州地方への販路を広げ、江津市を代表する一大産業にまで

発展しております。

今回の報告が江津市の窯業史に対する関心を高める一助となれば

幸いです。

最後になりましたが、本書を刊行するにあたり、ご協力を頂きま

した地元の皆様や浜田河川総合開発事務所をはじめ、関係者の皆様

方に厚くお礼を申し上げます。

平成 15年 3月

江津市教育委員会

教育長 堅野」L 公司



例   言
1.本書は島根県浜田河川総合開発事務所が実施した、波積ダム建設に伴う集団移転地造

成工事及び、県道大田 。井田 。江津線付替え工事に伴い平成14年度に江津市教育委員

会が実施した石州瓦窯跡の文化財調査報告書である。

2.島根県浜田河川総合開発事務所の委託により江津市が実施した。

3.調査体制は次のとおりである。

事務局 江津市教育委員会

平成 14年度 野上 公司    教育長
岩田 春正    生涯学習課長

藤田 美恵子   同 課長補佐

林 正司     同 係長

調査担当  梅木 茂雄    同 主事

事務補助  福本 和世子   同 嘱託員

調査補助  澤津 孝     同 臨時職員

調査補助  恒松 明宏    同 臨時職員 (平成14年 12月 まで)

調査補助  佐々木 渉    同 臨時職員 (平成15年 1月 ～ 4月 )

調査協力者 石山広重、上本忠行、大野初恵、熊野操、郷原治、坂村昇平、高橋則明

竹内正忠、槌井信子、永見義隆、野沢淳、松島員直、松原標侃、

山崎加津栄、山下幸子、無川美和子、山田ゆう子、藤本淳子、上野由美恵

4。 現地調査、及び資料整理については、色々な方から有益なご助言をいただいた。島根

県教育委員会文化財課、浜田市教育委員会、築窯師 嶋田俊文氏、三國靖夫氏、益野

敏雄氏、嘉戸秀樹氏、アメックス協販、今崎窯業、ヨーケン

報告書の作成は、梅木の指導の元、主に澤津が行った。

5.報告書の作成は以下の者が携わった。 (五十音順)

上野由美恵、梅木茂雄、上手文子、鹿森三鈴、佐々木渉、澤津孝、

恒松明宏、藤本淳子、無川美和子、山田ゆう子

6.報告書記載の遺物・図面・写真等は江津市教育委員会で保管している。
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第 1章 調査に至る経緯
1. 江津市教育委員会は、島根県浜田河川総合開発事務所より平成12年 1月 31日付けで都治

川治水ダム建設事業 (波積ダム)に係る埋蔵文化財の有無及びその取り扱いについて

の照会を受けた。

江津市教育委員会は、平成12年 6月 28日付け回答で、周知の遺跡である矢源田窯跡は調

査の必要性があるため、協議を要す旨回答した。

協議の結果、島根県浜田河川総合開発事務所と江津市教育委員会は平成14年 5月 27日付

け都治川治水ダム建設事業 (波積ダム)文化財調査委託契約を締結。江津市教育委員

会が事務局となり、平成15年 3月 20日 まで矢源田窯跡調査及び報告書作成を行なった。

第 2章 位置と歴史的環境
江津市は中国山地を貫流し日本海に注ぐ江の川により、江東地区と江西地区に分かれて

いる。江の川は昔から物資の輸送が盛んで、川沿いではタタラ場や木炭の産業が栄えてい

た。石州瓦の始まりは元和 5年 (1619年 )浜田城築城の為に大阪より瓦師を招き、御用瓦

として焼かせたのが始まりと言われている。この頃の瓦は平瓦と丸瓦の本瓦で、藩関係の

建築物、神社佛閣、庄屋などの有力者の家屋等で使用されており、一般庶民には無縁のも

のであった。延宝 2年 (1674年 )大津の瓦工が本瓦の丸瓦と平瓦を一体化させた桟瓦を考

案した。浜田藩では寛政 3年 (1791年 )、 享和元年 (1801年 )、 文政年間 (1818～ 1829年 )

の 3回にわたり瓦葺きを禁止制限する通達を出している。石州瓦が一般庶民に普及するの

は江戸時代末期頃であつた。釉薬瓦の緒言は小川家文書の寛政 5年 (1798年 )に油瓦とし

て記載されている。

明治 。大正時代になると日本海沿岸に鉄道や国道 9号線が開通し、輸送経路が拡大した

事により物資の輸送が容易になった。その為、駅の周辺や国道沿いなどで産業が栄える様

になった。江津市周辺では都野津層と呼ばれる良質の粘土がとれる為、窯業最盛期には100

基以上の窯場があった。

第二次世界大戦に入ると窯場は休業せねばならず、また戦時中の乱伐とパルプエ場の進

出による森林資源の不足で登窯の燃料である松が高価になり、燃料転換せざるを得なく

なった。昭和28年登窯に替わって重油を燃料とするトンネル窯が県内で初めて石州瓦都野

津協同組合で導入された。 トンネル窯は大量生産、高品質、オートメーション化によって

労力、経費ともに優れ、登窯に比べると8倍の量が生産されコストも 3割安くなり、登窯

で瓦を作る所は徐々になくなっていった。現在では登窯で瓦を焼く人はいなくなり、石見

焼きは民芸陶器として残っている。

-1-
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第 1表 江東地区の窯、窯跡一覧表
名 称 所 在 地 創 業 規  模 屋 業 概 要

1

迫田窯跡

波積町 本郷
S22年 S24年

木田窯跡 S24年 S33年 井田でも 1基借受け
矢源田窯跡 S33年 12房 1基 S39年
2 浅野窯跡 者I璃3HT 下都治112 S30年 6～ 7房 1基 S37年頃
3 体 々 太 共 同 筆 杯 波積町 北 S28年 10房 1基 S35年頃 佐々木亀之助氏、森田清重氏、山藤茂氏の共同出資で新設。
4 柴田窯跡 波稽町 北 M上旬 8房 1基 T上旬頃

5 十尺窯跡 波積町 北 M中期～
T末期頃
7房 1基

6 杉野窯※ 波積村 文化 10年  (山藤 思文書よ り)
7 素治朗窯跡※ 波積村 明治 4年  (鶴田 鷺秀文書より)
8 阪野窯跡 浅利町 M17年 丸物

9 西山窯跡※ 浅利町 M16年 丸 物

山城窯跡 浅利町 駅前 戦中 丸物

浅利窯業組合窯跡
浅利町 駅前 丸 物

吉村窯跡 浅 利 窯 業 組 合 窯 戦後 賞取 、 瓦

木村窯跡 浅利町 S28年 瓦窯新設創業
島田窯跡 浅利町 ダルマ窯2.3慕 素焼き黒瓦を焼成販売

14
二岡屋窯跡

浅利町 駅前
T7年 S9年 丸物

i口禦 跡 S9年 、 卜岡屋 窯 賞収 、 丸 物

岡田窯跡 戦終 S30年 戦後丸物窯開設
(有 )横路窯業所窯跡 S30年 S58年 瓦窯改修、 S42年 トンネル窯に移行
浅利窯業所 S58年 ガス窯 7暴 橋路窯買取 り

溝和I窯業会朴窯絲
浅利町 166-2

瓦窯 2基 S3年 石州陶苑に譲る

石州陶苑 (有 ) S3年 浅利窯業会社瓦窯 2兵買入れ創業
田中窯跡 後地町 藪 T年間 瓦

佐 々木 ■ll夫窯 跡 後地町 松井 T14年 5房 1慕 S30年頃 鉄砂瓦生産
松尾屋窯跡

後地町 藪3171
T12年 不詳

甲野屋窯業所 T12年 絵尾瓦窯買受け、丸物生産。昭和 29年瓦窯増築

石州鬼瓦工業 (有 ) 後地町 3138-1 S62年 ガス乾燥炉3基
古川共同窯跡

後地町 藪
T初期 14房 1基 S10年頃 古川吾市、古川緊市、島田梅市の三人で創業

嶋田窯跡 S10年 古川共同窯買取、丸1物窯に改修戦後、民陶

古川窯跡 後地町 藪2451 T10年 13房 1基 S45年頃 瓦 と丸物。
折江窯跡

後地町 藪1318
川下窯跡 T6年 S56年 近江窯買取瓦窯に改造創業、瓦
三福屋窯跡

後地町 藪 S初期 15房
1基 S22年頃

鎌田窯跡 S22年 三福屋窯買受け創業。

山下窯跡
後地町藪2501

S29年 昭和 39年瓦窯に改造、初窯は鉄砂瓦を焼 く
石 耳̀秀山峰窯元 IF芹臓 F・業臨果

升野窯跡 後地町 藪 T6年 丸 物 、 戦後 民 胴

山 中窯 跡 ※ 後地町 藪 S45年 丸 物

大庭窯跡 松川町 太田 T年間 14房 1基 S23年頃 丸物
横田窯跡 浅利町 浅利谷345 S23年 大庭窯買取

花田窯跡

松川町 太田

M初期 丸物

花 田窯 賞収、 丸 物

有田窯跡 T初期 西川窯買取、丸物
T初期 T3年 有田窯買取、丸物

T3年 S5年 野沢窯買取、丸物

々 S5年 S7年 湊窯買取、丸物

上 S7年 佐 々木 窯 賞収、 丸 物

田窯跡 S25年 井上窯買取、前1物

S25年 S34年 鉄砂瓦の後、来待瓦生産

佐々木俊雄窯跡 S34年 大場窯借 り受け創業

こうの屋窯跡 松 )「 1町 太田 T年間 井上姓、丸物

田中窯跡 松川町 細川谷 丸物

中祖窯跡※ 川平町 空城 M初期
嘉戸窯跡(仮称 )

渡津町 嘉戸
M40年 瓦工場創業

本川窯跡 長徳 寺 前 窯 買取 、 苛1物窯 改 、 丸 物

升野窯 本川窯買取、戦時中廃、丸物

湾津村勘兵衝窯跡※ 涯津村 支イヒ10年頃

渡津村初五郎窯跡※ 渡津村 文化10年頃

松田窯跡 湾注町 下漕違 M25年 S28年頃 丸物 、 泰 器 、 花 器

※ 場所不明の窯跡
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第 3章 調 査 結 果

第 1節 調査概要

調査は登窯の甲 (アーチ部)や煙突の精査から始め、房の中、小日前作業場、通路の順

に行つた。精査の後、この窯の改修に携わった築窯師、嶋田俊文氏に現地で指導を受けた。

この窯を築いたのは父 :鳴田一善氏である。大日から6房までは完全に土に埋もれ、房の

中には不良製品や窯道具が散乱していた。窯のある土地は 6房辺りを境に地権者が違う為、

廃業後は大日から6房までが植林の為に壊されていた。

経営者

戦後 (昭和22年 )、 迫田増七氏ら7人で瓦窯 1基を新設。迫田氏は昭和24年に木田勝氏

に譲り、昭和33年に矢研田弥一郎氏に譲る。同氏により昭和39年まで操業され、その後廃

業した。

第 2節 窯周辺の状況

(以下 4項目については、聞き取り調査に基づく報告である。)

物原 (写真図版12)

昔 (戦前)は大日の前から今の大田 。井田 。江津線の道路辺りまで田国があり、そこに

不良品を投げ捨てたことがわかった。窯の西側には水路が通っており、この高さが音の田

圃面である。比高差は 3～ 4mあ り、今では不良品の瓦・火立て 。アゼを使用して基段が

作られている。東側の斜面でも不良品、窯道具を再利用して基段が作られている。

平坦面 1

登窯と白地小屋の間に位置する。昔、墓があったが登窯を作る時に別の場所へ移し、材

料置き場にしていた。

白地小屋跡 (写真図版 12)

窯の北東の平坦面が白地小屋跡である。

小屋は平屋で瓦葺きである。操業当初は建物の配置が一字形であつたが、増築してL字形

になっていたことが分かった。現在では礎石、土漉し場、土練機の土台、粘土山、石臼な

どが残っている。

職人の宿舎跡 (写真図版 12)

窯の東側の平坦面が職人の宿舎跡である。職人は常時二人で、入れ替わりが激しかつた

ようである。平坦面にはヌケ (石見焼きの丸物を窯積めする道具)、 石臼が残っている。
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第 3節 操業の様子

粘土

窯場北側の山では良質の粘土が取れ、現在も山の至る所では採掘跡やそれに関係したと

思われる道などが残る。聞き取りでは、ここの粘土は焼き歪みが激しく瓦には適さないの

で、ハタ (都野津)か ら持ってきた粘土と混ぜ合わせて使用していたという。

窯積め

房の火格子側の壁には瓦幅でモミツチ溶着痕があり、瓦を最高 4～ 5段積んだと思われ

る。 3段以上は直立段を使わずオイバセ (壁と瓦の間に挟むモミツチ)を使って瓦を積ん

だと考えられる。道具物 (鬼瓦、須山、太鼓、沓巴、切巴など)は一番上の桟瓦が積めな

くなったスペースを利用して積んでいた様である。 (第 5図 )、

軒桟瓦、駒型雪止瓦、輪型雪止瓦などは瓦同士の間に戻斗を挟んで焚く。

9房では焚庭に瓦が 5枚溶着している (写真図版 8)。 これは最後に窯を焚いた時に崩れ

た物である。

窯の改良

窯には必ず改良、修理が必要である。補修箇所には粘土をつけて補強している。寄窯～

3房の外壁を外した後を観察すると火格子の焼けた跡があり、窯を縮小させた事が確認出

来た。6房～11房の内側は甲とそれ以外の場所でアゼの色やガラス質の溶着が全く異なる。

聞き取り調査の際、窯が流れた (崩れた)と 聞いたので、甲が崩れて修理した事により、

ガラス質の溶着の厚さが違う事が確認できた。聞き取りでは創業当初は現在の 9房辺りに

小さな煙突があつた。火が上がらない (火力が弱い)為、窯を拡張し煙突をつけ直して今

の大きさになったという。(写真図版 7)大 日の中心にトレンチを入れた結果、改良前の大

回の床面が確認できた (第 4図 )。 勾配は改良後よりは急であった。

運搬

窯の小日前作業場の通路には白地小屋から大口まで滑車が通り、白地小屋で作った製品

を滑車に乗せて各房まで運び窯積めを行った。窯から出した製品は滑車で大回の辺りまで

運んで出荷した。木田氏が経営していた時に道を整備し、白地小屋への車での走行を可能

にした。

土層について (写真図版13)

大日前の土層 2では約50cmの深さから、窯道具、不良瓦などが出土した。大口前から約

3m離れた所で物原が始まる事が確認出来た。土層 3では地山の上に炭の堆積が確認でき

た。これは窯を焚き終わった後、大口で燃え残った炭をかきだした跡と思われる。

土層 4では不良品の堆積の下に、窯を作る時、地山を削ったと思われる層が確認できた。

これは窯体保護の為、人工的にもられた土である。窯の側壁が見えなくなるまで地山ブロッ

クが堆積している。
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第 4節 窯体の調査

連房式登り窯

窯は全長22.8mで大口 (始めに焚く所)、 寄窯 (1房)～ 12房、フカセ (素焼き焼成室)

からなり、細尾根の傾斜を利用して等高線に直行して築かれている。全ての房は火格子穴

でつながっており、大口から焚いた火が上の房に上がっていく仕組みである。1200～ 1300

℃の高温で焚く事によって窯が膨張し圧力がかかる為、外壁はアゼを二重に使用して組ん

でいる。甲 (アーチ部)には外圧をかける為に泥 (甲土)を盛り、頑丈な作りになってい

る。構造、規模は表 2でまとめている。

築窯材

何種類かのアゼ・モミツチを使用している。シキアゼ (約 32× 23× 9 cm)は火格子の土

台になるアゼである。アゼ (約 15× 23× 30cm)は火格子、壁、その他色々な所に天日干し

の状態で使用する為、大きさには多少の違いがある。アゼに使用する粘上の種類は、火に

強いが粘りが弱い物、火に弱いが粘りが強い物の 2種類がある。作り方では、型で作る物

(アゼの角が丸くなっている)、 タタラで作る物 (角がある)の 2通りの作り方がある。改

修する時にはガラス質が溶着していない部分が残るアゼは、アゼの溶着部分を使用しない

様に再利用していた。モミツチは粘上の状態で使用して直立段の勾配を調節したり、アゼ

同志の接着に用いた。アゼの接合部に刻み目を入れ、接着しやすくしている箇所も確認で

きた。

大口 (写真図版 6, 7)

窯を焚く時一番初めに焚き始める所で、焚き口は幅約30cmである。上台はアゼを長方形

に 3段積み上げ、その上にV字状にアゼを並べ、数段積み上げている。アゼの間には補強

の為、粘土が詰めてある。V字のアゼは窯の左右で大きさが違う。窯正面から見て右側は

大きいアゼを使用しており、左側は窯寸法の微調整の為、小さいアゼを使い、瓦や火立て

で微調整している。V字のアゼが二重になっているのは側壁までで、甲は一重で築き、そ

の上に泥 (甲土)を盛る。床は火の登りを良くする為、傾斜をつけて粘上を貼つている。

その為、床面では松割木のガラス質が付着している。火の廻りを良くする為、火格子穴は

窯の中心ほど狭く外側は中心に向かって角度がついている。大口内で溶着した釘を確認し

たので、廃材も燃料にした可能性がある。(第 4図 大口平面図のスクリーントーンは粘土

を表す)

寄窯と房

構造の説明の前に、理解を助ける為に火の特徴を説明する。

ロウソクに火を灯した時、火元は低温で火力は弱い。火元から三分の二当りがもっとも火

力が強く高温となり、先端へ行くほどまた低温になっていく。

寄窯と房の構造は、この考えに基づき創意工夫されている。寄窯は温度が上がらず良い

製品が出来ない為、小さく作られ直立段も持たない。

2～ 12房は火の特徴を考えて、大日付近は弱い火力で温度を上げる為に小さく作り、
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中ほどは強い火力を利用し、大きく作っている。煙突付近は火力が下がる為、中ほどより

小さく出来ている。窯の勾配も、大口付近は火を溜める為緩勾配に作り、中ほどは早く次

の房へ火を送る為急勾配となる。窯の後半部は火力が弱い為緩勾配となる。

また、丸物は窯積めする時に空間が多く空くので、緩勾配でも甲まで火が廻るが、瓦は

窯積めする時に隙間がほとんど無く、緩勾配だと火は上方に廻らずまっすぐ火溝を抜ける

為、急勾配にして火を甲まで引き上げる工夫をしている。

フカセ (写真図版11)

粘土製品を素焼きする所である。平面形は弓形で、焚庭、直立段はない。釉薬を掛けな

い物を焼く為、内壁にガラス質は溶着していない。フカセ内で多量の素焼きのハセを確認

した。フカセの甲に煙突を付ける為、フカセ中心には23× 32× 9 cmの アゼ (第 4図フカセ

立面図のスクリーントーン)を立てて築くが、この時にアゼが火格子穴を少し塞ぐ様に置

いている。これは、火の廻りを良くする為である。立てたアゼの4段 目には煙突の土台に

なるアゼをねかせて置いている

煙突 (写真図版10,11)

フカセの中心にある。煙突をつける事によって大日からの火の引き (上がり)を強くする。煙

突の構造は、まず四隅のアゼを交互に組んで、その間を火立てと瓦で幅を調整しながら組み上

げている (第 4図 )。 フカセの上に煙突を築いたのは、築窯の手間を省く為である。

ねり (煙突の傾き)の角度は普通 1尺上がっての 3分から4分内に入る角度で、それを

水平器に当てて築く。

嶋田氏は、煙突の四隅の一辺が32cmになるまで煙突を組み上げていった。

小口前作業場 (写真図版 4)

窯を焚く時、薪の投げ入れや瓦の荒分けをする所。小日前作業場は地山を削り出した上

に粘土を貼つて整地し、作業面として使用した。作業場の補強の為、アゼや火立てを用い

て壁を組んでいる。

通路 (写真図版 4)

登窯の右端には、作業場と同様に地山を階段状に削り出した通路がある。 10房付近から

上の通路はアゼや火立てを使わず、地山を削り出しただけで使用している。

上屋根 (写真図版 4)

カマズヤとも言い、登窯全体を覆う屋根である。聞き取りによると窯の上には洋瓦を流

葺きに葺いていたと思われる。洋瓦は白地小屋跡付近に多く積まれていたので廃業後、何

かに転用する為に運ばれたと思われる。フカセや煙突に使用されているアゼは、雨が当たっ

ても良い様に、耐火モルタル、石灰、ネバ土 (粘質の高い土)を混ぜた物を塗っている。

上屋を支える柱跡の基礎が各房小日前と房の反対側に、一対づつ置かれている。基礎には

石、アゼ、火立てを使用しており、大口よりの礎石にはコンクリートで柱の根元を補強し

ている箇所も見られる。登窯の北西側は補強の為に削り出された地山の土を80～ 90cmかぶ

せている。
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第 5節 房内の構造 (第 5図)(写真図版 8・ 9・ 10)

直立段

瓦を階段状に積む為の段。22× 30× 15cmの粘性の少ないアゼを使用している。今回の調

査では直立段はほとんど残っておらず、土台が確認できるのみだが、直立段は元々 3、 4

段あつたと思われる。直立段は焼けが良い為、廃業後何かに転用される事が多かつた為に

残らなかったと考えられる。

火溝

直立段の間にある火の通る溝で火の流れを良くする為に、溝全体に粘上を貼つて傾斜を

つけている。

火格子穴

火が各房に廻る様に房と房の間に開いている穴。六の大きさはコブシの握り方で決めら

れているが、今回の調査では粘土の収縮やガラス質の溶着などで確認できなかった。釉の

溶け具合を見て、火の強い穴には瓦などを詰めて窯全体にバランス良く火を廻らせた。窯

の火格子穴は使用している内に房の中心から外に向かって傾いてくる。これは房の熱が外

に逃げようと膨張する為に起る現象である。

露抜き穴

窯を焚く時に瓦の水分を抜く為の穴で本焚きする時に塞ぐ。調査では31× 14cm程の大を

9房 。11房で 1穴ずつ確認した。窯を焚く時は小日の上を少し開けて露抜きをしているの

で、露抜き穴は 1つで間に合っていたと思われる。 9。 11房の甲の上で露抜き穴を塞ぐ為

のアゼを確認した。

焚庭

小日から薪を投げ込み焼成する所。6房で薪をぶつけた時に奥壁に開いた穴を確認した。

4ヽ口

焚庭のライン状にある。窯は後ろから前に向かって重力がかかるので、窯の強度を強く

する為に小日は小日正面から見て右に傾く馬蹄形を呈している (築窯師 嶋田俊文氏の独

特の技法)。 小回のアーチ部分は、アゼの隅をナタで切り、台形にしたもので組んである。

窯焚きの時、小口を塞ぐ泥の跡も確認出来た。

甲

窯のドーム状の部分。甲の上には約 5 cmの 甲土があった。隅の処理は、生千しアゼをナ

タで切り、アゼ同士が噛み合う様に組んである。甲をアーチ状に組むと、甲の外側には隙

間ができ窯の安定を欠く為、瓦片をクサビにして打ち込んでいる。10房の甲の内側にはハ

ケメがあるが、窯を焚く時にふりもの (釉薬が溶け流れ出た物)などが流れて、瓦につか

ない様に火に強いアルミナをホウキで塗った跡である。
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第 6節 遺 物

瓦 釉薬の種類には来待釉、鉄砂釉の 2種類が使われている。釘穴は瓦の種類によって異

なる。桟瓦は 2つ穴の物が多く、六の大きさは0,5～ l cmで裏は穿孔が不十分な物もあるが、

葺師が瓦を葺く時に穿孔している。

軒桟瓦 (第 6図 -1～ 3、 写真図版15)屋根の軒の部分に葺かれる瓦。20個林出土した瓦当

は唐草紋の変化により2種類に分けられた。

袖瓦 (第 6図 -8、 写真図版17)屋根の妻側に葺かれる瓦。左袖に葺く瓦は桟を切り袖板を

付ける。右袖に葺く瓦は袖板をそのまま付ける。今回の調査では小袖瓦を確認した。

雪止瓦 (写真図版15)積雪時に雪が屋根から落ちるのを防ぐ瓦。2種類の雪止瓦を確認し

た。駒型雪止瓦は、頭の部分に駒型の板状の雪上が付いている (第 6図 -5)。 輪型雪止瓦は、

頭の部分に粘土を輪型に付けている (第 6図 -6)。 2種類とも桟瓦に粘土の状態で貼り付け

て作っている。接合面は切り目を入れて接合しやすくしている。

桟瓦 (第 6図 -7、 写真図版16)瓦を葺く際に最も多く使用される瓦。桟瓦の大きさには

規格があり、一坪あたり63枚の瓦を葺くことの出来る瓦の大きさを六三判、53枚葺かれる

瓦を五三判という。他に五六判もある。現在は五三判が多く使われている。矢源田窯跡の

桟瓦は五三判であつた。

貝斗瓦 (写真図版 15、 16)棟に葺く瓦。大戻斗瓦、割り葵斗瓦の 2種類の瓦があり、大焚

斗瓦は割り戻斗瓦の下に葺いたり単独で葺くこともある (第 7図 -10)。 割り戻斗瓦は葺く

時に割って使用する為、表側中心の凸部に切り目がはいつている (第 7図 -9)。 第 7図一文2・

13は割れた物。

棟巴瓦 (写真図版18)屋根の棟の先端で、桟瓦の上にかぶせ、鬼瓦の土台として使う瓦。

矢源田窯跡では切巴、沓巴の 2種類の瓦を確認した。第7図 -8の紋板では型の貼り合せ部

分が確認できる。紋板師は独立しているので、型の特徴で窯元を特定する事は出来ない。

雁振瓦 (第 7図 -11、 写真図版18)棟の最頂部に葺く瓦で、今回の調査では先端に粘土紐

を張付けた、ひも付き雁振が確認された。瓦のほぼ中央部には釘穴が 1つある。

洋瓦 写真図版17-35は 「イ日」と印がある。製造元と規格番号である。「日」は日満洋瓦

製作所で作られた物である。写真図版17-36は 「A惣崖△」と印があり、「惣」は丸惣で作

られた物である。県内では昭和 14年に都野津町の日満洋瓦製作所で初めて洋瓦工場が設立

された

道具物

立浪 (第 7図 -15、 写真図版18)棟に葺く装飾された瓦。英斗の上に波の立ち上がった装

飾を施している。貼り合わせの型作りで、中は空洞になっている。

太鼓 (写真図版18)棟に葺く装飾された瓦。紋板部分には 3つ巴紋が一つ確認出来たが、

元は 3組あったと思われる。窯積めの時モミツチを敷いて太鼓を伏せて焼いた為、モミツ

チ痕が残る。
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陶器

焙烙 (第 7図 -17,写真図版18)物を炒る道具で素焼製。物原で確認した。外側にさび釉

と思われる釉を掛けた後、カンナで渦巻き状に削り取つている。外側が焼けていないので

未使用の物だと思われる。瓦職人は丸物も作れるが、ここの製品かどうかはあきらかでな

い。

窯道具類

モミツチ (図版 7-26、 写真図版18)タタラ (土の塊)を組や鉄線で 3× 3× 30clllの大きさ

に切り離し生干しする。瓦との溶着を防ぐ為仕上げにマサ砂をまぶす。窯積めする時は瓦

の上下にレール状に敷いて使用する。モミツチの上面は瓦と火立ての溶着痕が確認出来た。

下面は瓦の溶着痕の間にハセ頭の窪みがある。

ハセ (写真図版18)瓦積めの時、瓦と瓦の間に挟み瓦同士の溶着を防ぐ物。3～4cmの大き

さで釘の形をしている。手捏ね製で、フカセで素焼きしている。第 7図 -20・ 23は未使用

の物、第7図 -21・ 25は瓦の溶着痕から考えて1回使用した物である。第7図 -22は数回使用

されている。第 7図 -24は生粘上をそのまま挟んだ物である。第7図 -19はオイバセと言わ

れている。モミツチを短く切った物である。壁と瓦の間に緩衝材として使用している先端

にハセ痕が確認出来た。

火立て (第 7図 -18、 写真図版18)粘土をタタラで約28× 28× 5 cmの大きさに切り、生干

しして作る。瓦の一番焚庭側の各段に使用する。瓦に直接火があたらない様に瓦積めの時

に瓦の前面に立てて使用した。また地積 (一番下の段)の瓦が歪まない様に支えとして使

用した。上面にモミツチ跡があるのは、火立てを積み上げていたからである。火立ては変

形しない限り繰り返し使用出来る。

鉄器 (写真図版17)瓦外し、 鑑、瓦鎌などの鉄製品が確認された。瓦外しは、窯出しの

時モミツチとハセから瓦を離す道具。 8房小日前作業場ではカマズヤの柱に使用したと思

われる鑑が出土した。煙突付近では瓦鎌が確認された。瓦鎌は、成形した後の生瓦をキリ

ガタに沿つて切る道具である。

その他

写真図版17-18は小口に敷かれていた用途不明品である。焼成されており厚さ20cm程で両

面に格子刻みが入る。足場を固定する為に敷かれていたと思われる。写真図版17-17は房

の中で確認した。球形で施釉されている。瓦の焼き具合を見る為の物と思われる。写真図

版18-42は小日前作業場で確認した素焼きのカエルの置物である。写真図版18-39は近所

の庭先にあったカエルの置物で来待釉が掛けられているが転用品の可能性がある。窯の職

人に作つてもらったそうである。置物は火の具合を見る為に置く事もある。ビン類は房の

中などで確認したので、廃業後に捨てられた物だと思われる。 (写真図版18-40・ 41)
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第 4表 矢源田窯跡 出土遺物観察表
図
号

挿
番
写真
図版

物
号
遺
番

種別 器種 釉薬 出土地点 備考

6 1 瓦 軒桟瓦 鉄砂釉 物原
6 2 瓦 軒桟瓦 実待釉 物 原

6 瓦 軒桟瓦 鉄砂釉 物 原

6 4 瓦 大隅瓦 鉄砂釉 物原

6 5 瓦 駒型雪止瓦 来待釉 物原
6 6 瓦 輪型雪止瓦 来待釉 物原

瓦 桟 瓦 来待釉 9房内
8 瓦 小袖瓦 来待釉 物原

7 9 瓦 割 り貝斗瓦 房 内

7 10 瓦 大貝斗瓦 来待釉 物原
瓦 雁振瓦 来待釉 物原

7 瓦 割 り貝斗瓦 来待釉 原

7 13 瓦 割 り貝斗瓦 鉄砂釉 原

7 18 14 瓦 沓 巴 来待釉 物原
18 道具物 立浪 来待釉 物原
18 瓦 切 巴 素焼き 雲西側

7 18 陶器 焙 烙 素焼き 物 原

18 18 窯道具 火立て 通路

7 18 窯道具 オイバセ 9房内 ハセ溶着痕 lヶ所
18 窯道具 ハ→ヒ 9房小日前 瓦の溶着痕 2ヶ所
18 雲道具 ハ 1ヒ 9房小日前 瓦の溶着痕 2ヶ所

7 18 22 雲道具 ハ→ヒ 9房小日前 瓦の浴看痕 4ヶ所
18 23 窯道具 ハ 1ヒ 素焼き フカセ内

18 24 窯道具 ハ 1ヒ 9房小日前 瓦の溶着痕 2ヶ所
18 25 窯道具 ハ→ヒ 素焼き フカセ内
18 26 窒道具 モミツチ 11房内
18 う

と 瓦 切 巴 素焼き 窯西側

18 28 道具物 太鼓 来待釉 物原 モミツチ痕 2ヶ所
29 瓦 桟瓦 矢源田窯跡付近瓦溜り
30 瓦 小袖瓦 矢源田蜜赫付近瓦溜 り

31 鉄 器 瓦割 り 4房小日前作業場
32 鉄器 鑑 6房小日前作業場
鉄器 瓦鎌 フカセ裏

洋瓦 洋瓦 塩焼き 白地小屋跡付近
35 洋 瓦 洋 瓦 白地小屋跡付近 E日 (日 )

36 洋 瓦 洋 瓦 塩焼き 白址 小 屋 脇付 iJT 印 (惣 )

37 不 明 不 明 小日前作業場 火の温度を見る物 ?
38 不 明 不 明 小日床面 両面、切目が入る

18 39 ビン クリームソーダ 9房内
18 40 ビ ン マミー 火 口前

18 41 細工物 大カエル 来待釉 森氏庭

18 42 細工靱 小カエル 素焼き 8房小日前作業場
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第 4章 ま と め
遺構

登窯は残りが良く、甲も一部残っていたので窯の構造が明確になった。調査では登窯本

体のみ精査を行い、その他の施設については聞き取り調査により、大まかな規模・構造を

確認した。

登窯は周辺の環境などで特性が変わり、実際窯を焚いてみないと火の廻りなどが分から

ない事もある為、築窯後改良されるのが普通である。また、登窯は操業時1300℃近く温度

を上げる為、粘土の質や火の廻り具合によリアゼがずれたり、崩れたりする。嶋田一族は

火や粘土の特性を良く知っており、窯や房の個別の性格を観察し、適切に改修を行い新し

く築く窯にも反映させている。例えば、登窯は上から下に重力が掛かかる為小日が崩れる

事や高熱のため房が中から外に膨張し、甲が崩れる事がある。鳴田一族は、これらの問題

を解決する為に、上方からの重力を受け止めるように小回のアーチを窯の後方寄りにゆが

ませて築き、甲が膨張しても窯が崩れないようにアーチ部隅のアゼ同士を楔型に造り噛み

合わせている。矢源田窯跡の場合は、地山のすぐ上に窯がある事によって湿気が多く火の

廻りが悪かつた為、煙突をつけたり、房を縮小して火の引きを強くする改修が行われた。

以上のような改修や築窯を行つた結果、それぞれの房は大きさも築き方も微妙に違つて

いる。

遺物

矢源田窯跡で出土した軒桟瓦の瓦当文様は、均整唐草紋の退化した物で、中心飾りの鉦

状突起から左右対称に 3枚の退化した唐草が先膨らみしながら外反して伸びており、下か

ら2枚目までは草の先端に 3段の波型で葉先が表現されている。 3枚目は単純化された先

膨らみで、刺弁は「V」 形に表現されている。この唐草のモチーフは、市内の石州瓦の古

い段階や燻し瓦で見られており、様々な変遷を経た後、現在に至る。矢源田窯跡と同時期

の窯跡で確認出来る瓦当紋には、同様のものが良く見られる為、当時の主流紋と考えられ

る。現段階では確証は持てないが、石州瓦工業組合の設立 (昭和 10年)と瓦当文様の一本

化とは何らかの関連が有るように思う。石州瓦都野津協同組合では昭和28年の段階で、既

に現在の標準的な瓦当紋を採用しているが、矢源田窯跡の物と大差は無い。又、森本幸治

氏の著した 「都野津町瓦工場語録」には第 8図のイラストが掲載されており、昭和27年 7

月には、ほぼ現在主流をしめる瓦当と同様の物が瓦当の一般的な物として認識されていた

事が確認出来た。

写真図版16-7・ 29と写真図版17-8・ 30で矢源田窯跡の瓦 (7・ 8)と 明治頃の作と

思われる瓦 (29・ 30)を比較して見た。桟瓦で比べて見ると釉薬の掛け方は29の裏では丁

寧に 3方向から杓掛けされているが、7の裏では、釉薬が尻側へやや廻り込む程度である。

釘穴の大きさは29では、大きめの穴が丁寧に裏まで穿孔されているが、 7では、小さい穴

が裏まで貫通し切っていない。これは、古い瓦は木釘を想定して開けられるのに対し、新
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しい瓦は細い釘や銅線を想定し仕事が簡略化する傾向にある為と思われる。袖瓦の袖板の

大きさは、30では大振りに作られ細工も細かいが、 8では小振りに作られ細工も簡略化さ

れている。これらの違いで瓦の大まかな時期が分かるのではないかと考えている。これら

の特徴は、職人の個人差による所もあるが総体的に見ても作業の退化傾向を示しており、

石州瓦の時期を判断する際の 1つの目安になると思われる。

写真図版 14の上は矢源田窯跡の近くにある益野家の瓦である。上の屋根に葺かれている

瓦が矢源田窯跡で焼かれた瓦である。

今回、矢源田窯跡周辺で採取した遺物と郷土資料館に保管している軒瓦類の瓦当を拓本

で掲載した (第 10図 )。 瓦当は全部で29種類確認できた。 1以外は施釉瓦である。唐草の形

態には様々な変化がみられ、中心飾りに窯元の商標を入れた物などもある (5, 8,H,

12,20,24,25,26)。 これは石州瓦最盛期 (明治～大正)頃の特徴で、経営者の増加が原

因と思われる。また、社寺等の注文によって瓦当に家紋を入れる事により中心飾りの種類

が増えた事も関連している。

1は波積町、嘉戸氏の蔵で使用されていた燻し瓦である。特注瓦であると言われている。

2は波積町にある福城寺の長門に葺かれていた瓦で、文化年間 (1804～ 1817年)の赤瓦で

ある。

14は立浪をモチーフとした瓦当である。

今回掲載した資料は、今まで生産された石州瓦のごく一部で、市内にはまだ多くの瓦当

の種類があると思われる。石州瓦を含めた石見焼は、地場産業として大きく発展した。し

かし、それと引き換えに古い窯跡はどんどん取り壊されていった。現在残る窯跡は少なく、

民家に葺かれている古い瓦も年々その数を減少させている。石州瓦の一大生産地として、

何をどう残していくのかがこれからの江津市が取り組むべき課題である。

ラ171す

第 8図 「都野津町瓦工場語録」掲載イラスト

-21-
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（七
）
経
営
、
職
工
、

カ
ー
ラ
ヤ

カ
ン
バ

ヤ
キ
ヮ
タ
シ
・
ヤ
キ
ウ
ケ

カ
チ
ヨ
ウ

シ
ラ
ヂ
ウ
ケ

オ
ヤ
カ
タ

カ
ン
キ
チ

ナ
カ
デ

マ

コ
ヤ
ド
ー
シ
ヨ
ク

ト
ー
シ
ヨ
ク

カ
マ
タ
キ

キ
リ
チ
ン

シ
ヨ
ク
ニ
ン

モ
ン
イ
タ
シ

仕
事
初
め

（八
）
瓦
の
種
類

ヒ

ラ

唐
草

（カ
ラ
ク
サ
）

ソ
デ

（袖
）
大
ソ
デ

。

ガ
ン
ブ
リ

ス
ミ
瓦
の
種
類
は
細
か
に
分
け
る
と
ま
だ
多
数
あ
る
が
基
本
と
な
る
種
類
は
こ
の
程
度
で
あ
る
。

（補
充
）
セ
ツ
キ
ウ
リ
？
仲
買
。
仲
買
人
。

都
野
津
で
普
通
に
作
っ
て
い
る
瓦
の
図
譜
を
作
製
し
て
み
ま
し
た
。
皆
様
方
の
何
か
の
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

（本
文
を

一
部
改
編
し
て
掲
載
し
た
。
図
面
省
略
）

行
事
瓦
製
造
業

瓦
工
場

一
枚
い
く
ら
で
焼
い
て
経
営
者
に
渡
す
請
負
の

一
方
法

工
場
を
借
り
て
経
営
す
る
事

シ
ラ
ヂ

一
枚
い
く
ら
で
シ
ラ
ヂ
の
製
造
を
請
負
う
。

経
営
者

瓦
職
工
見
習
者

カ
ン
キ
チ
の
上
役

職
工
の
最
上
役

職
工
長

窯
焚
き

一
枚
幾
ら
で
請
負
て
瓦
を
切
る
人

コ
ヤ
ド
ー
シ
ヨ
ク
、
カ
マ
タ
キ
、
ナ
カ
デ
マ
を
総
称
し
て
云
う

紋
板
、
須
山
な
ど
装
飾
瓦
を
専
門
に
作
る
人

春
に
な
っ
て
初
の
仕
事
日

小
ソ
デ

中一つ店　　　　　　　　　一捗坤」彬町肖ギ

タ
ケ
マ
ル

雪
止

紋
板

（モ
ン
イ
タ

須
山

（ス
ヤ
マ
）

仲
間
入
り

四
月
入
り
・
小
屋
入
り

ボ
ン
カ
ン
ジ
ョ
ー

セ
ツ
キ
カ
ン
ジ
ョ
ウ

カ
タ
メ
ノ
サ
カ
ズ
キ

カ
タ
オ
ロ
シ

ヤ
項
ン
マ
イ

カ
マ
の
御
祭

V  
ェ

職
工
が
親
方
を
招
い
て
酒
食
を
共
に
す

親
方
が
職
工
を
招
い
て
酒
食
を
出
す
旧
の
四
月

一
日
ご
ろ
。

盆
勘
定
。
春
か
ら
盆
迄
の
労
賃
の
支
払
い

盆
か
ら
歳
末
迄
の
労
賃
の
支
払

瓦
工
場
で
は
職
工
と
工
場
主
と
の
労
働
契
約
は
二
月
～
盆
迄
。
盆

～
冬
迄
と
半
年
毎
に
行
う
の
で
あ
る
。
こ
の
契
約
が
成
立
し
た
場

合
、
工
場
主
は
カ
タ
メ
ノ
サ
カ
ズ
キ
と
称
し
て
酒
食
を
出
す
。
そ

し
て
前
金
を
も
渡
す
の
で
あ
る
。
前
金
は
労
働
者
側
か
ら
全
額
を

申
し
入
れ
る
。
そ
の
返
済
は
給
料
か
ら
月
々
差
引
か
れ
る
。
借
金

の

一
種
で
は
あ
る
が
利
子
は
つ
か
な
い
。
現
在
で
は
形
式
的
な
も

の
と
な
っ
て
き
た
。

セ
ツ
キ
前
に
行
う
。
少
し
酒
食
を
経
営
者
が
出
す
。

冬
の
採
工
終
了
の
祝
。
経
営
者
が
ふ
る
ま
う
。

カ
マ
の
調
子
の
悪
い
時
に
神
宮
を
招
い
て
祭
を
す
る
。

鳥
休

（ト
リ
ヤ
ス
ミ
）

ド
ー
グ
モ
ノ

（道
具
物
）

（カ
ラ
ク
サ
、
ソ
デ
、
ガ
ン
ブ
リ
、

ス
ミ
、
ヒ
モ
マ
ル
、
タ
ケ
マ
ル
、
雪

止
）

ウ
ワ
モ
ノ

（上
物
）

（タ
イ
コ
、
ト
モ
エ
、
紋
板
、
須
山

鳥
休
）

昭
和
二
十
七
年
七
月

森

本

幸

治

~~ハ ~~



ツ
ユ
ズ
リ

ヒ
カ
リ
ガ
ク
ル

ナ
ガ
ダ
キ
（小
日
の
）

カ
マ
が
ワ
ク

ク
ミ
キ
ル

ハ
ダ
ガ
オ
ク
レ
ル

ハ
ダ
ガ
サ
メ
ル

モ
ミ
ツ
ケ
バ
ナ
ヲ
キ
ル

ク
チ
ド
ロ
ヲ
ヌ
ル

ト
メ
カ

マ
ナ
リ

ヒ
ダ
テ

ト
ガ
ワ
ラ

カ
マ
ヒ
バ
シ

ヨ
ワ

リ

ヤ
ガ
ク
ル

ダ
イ
ソ
ク

タ
キ
ツ
ブ
ス

最
前
面
の
瓦
が
倒
れ
落
ち
る
事
。
火
前
の
四
段
ご
ろ
の
瓦
に
多
い

水
分
の
多
い
場
合
に
モ
ミ
ツ
チ
が
柔
ら
か
く
な

っ
て
重
み
に
耐
え

ず
瓦
が
ず
り
落
ち
る
事

下
の
番
の
カ
マ
を
焚
く
時
に
上
の
番
の
カ
マ
の
中
の
瓦
が
光

っ
て

く
る
事
。

そ
の
小
日
を
焚
き
出
し
て
か
ら
三
～
四
時
間
ご
ろ

焚
い
て
い
る
カ
マ
の
中
の
瓦
が
崩
れ
落
ち
る
事
。　
一
部
分
が
強
熱

さ
れ
す
ぎ
た
場
合
に
起
こ
る
。

下
の
カ
マ
の
焚
き
具
合
に
よ
っ
て

一
部
分
が
低
温
で
カ
マ
の
肌
に

暗
色
部
の
存
す
る
事

風
が
吹
い
て
冷
却
さ
れ
る
部
分
が
暗
色
に
な
る
事

下
番
の
カ
マ
を
焚
い
て
い
る
時
に
上
の
カ
マ
の
火
前
の
瓦
の
地
積

み
の
部
と
二
段
の
モ
ミ
ツ
チ
と
の
間
隔
が
開
く
事

焚
き
口
を
塞
ぐ
事

焚
き
終
わ

っ
た
カ
マ
が
冷
め
る
た
め
に
カ
マ
の
内
部
で
音
が
す
る

事
。
ピ
ン
ピ
ン
。
ド
ス
ン

瓦
を
厚
く
し
た
様
な
も
の
。
地
積
み
の
瓦
の
ニ
ワ
リ
を
防
ぐ
た
め

に
火
前
の
地
積
み
の
前
に
お
く
。

カ
マ
の
焚
口
に
用
い
る
素
焼
の
フ
タ

ト
ガ
ワ
ラ
を
外
し
た
り
上
げ
た
り
す
る
に
用
い
る

（鉄
柄
）

焚
木
を
小
さ
く
割
る
事

熱
気
が
焚
口
よ
り
吹
き
出
る
事

大
束
？
燃
料
用
松
材

甚
だ
焚
き
す
ぎ
た
事

全
ハ
）
窯
出
シ
、
選
別

ク
チ
ヲ
キ
ル
　
　
　
　
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
瓦
を
取
り
出
す
た
め
に
ク
チ
を
開
け
る
事

カ
マ
ハ
ズ
シ
　
　
　
　
タ
ガ
ネ
に
よ
っ
て
カ
マ
の
中
の
瓦
を
離
す
事

タ
ガ
ネ
　
　
　
　
　
　
鉄
製
品

ク
チ
ヲ
ハ
ル
　
　
　
　
？

ク
チ
ヨ
リ
　
　
　
　
　
ク
チ
迄
出
し
た
瓦
を
ク
チ
で
大
略
選
別
す
る
事

カ
マ
ダ
シ
　
　
　
　
　
選
別
場

へ
の
負
い
出
す
事

カ
ワ
ラ
ニ
ワ
　
　
　
　
瓦
の
選
別
場

カ
ザ
ク
イ
　
　
　
　
　
瓦
に
ヒ
ビ
の
入
っ
て
い
る
事
。
急
冷
の
故
に
と
も
。
土
質
の
故
に

と
も
云
う

カ
マ
ソ
ー
ジ

ハ
セ
ヒ
ロ
イ
　
　
　
　
カ
マ
ソ
ー
ジ
に
よ
っ
て
出
た
も
の
の
中
か
ら
ハ
セ
の
み
拾
う

セ
ン
ベ
ツ
　
　
　
　
　
瓦
を
何
級
か
の
段
階
に
選
り
分
け
る

ニ
ワ
リ
　
　
　
　
　
　
歪
ん
だ
瓦

ク
チ
コ
ゲ
　
　
　
　
　
ク
チ
が
か
け
て
い
る
事
。
カ
マ
外
し
の
時
に
矢
敗
す
る

一
等
品
　
　
　
　
　
　
瓦
の
形
真
直
で
色
良
く
音
の
良
い
も
の

二
等
品
　
　
　
　
　
　
瓦
の
形
直
で
色
少
し
落
ち
音
の
良
い
も
の

二
等
品
　
　
　
　
　
　
形
直
で
色
少
し
落
ち
音
少
し
落
ち
た
も
の

四
等
品
　
　
　
　
　
　
形
歪
み
色
悪
く
音
補
良

等
外

・
ヤ
マ
ユ
キ
　
　
ク
チ
コ
ゲ
で
音
冴
え
ず

ヒ
イ
ツ
キ
モ
ノ
　
　
　
瓦
が
互
に
密
着
し
て
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
。
廃
品

チ
ヤ
ン
バ
チ
　
　
　
　
歪
み
の
甚
し
い
瓦

ジ
ガ
ア
レ
ル
　
　
　
　
表
面
の
粗
縫
な
も
の
。

ケ
シ
ヨ
ー

・
ス
ミ
ツ
ケ
　
ハ
セ
、
モ
ミ
ツ
ケ
が
外
れ
る
時
に
で
き
た
傷
跡

へ
削
炭

（鉄
砂

ンヽ
　
ズ
　

ミヽ

瓦

へ
）
ベ
ン
ガ
ラ

（赤
瓦

へ
）
を
つ
け
て
見
よ
く
す
る

ケ
ツ
ソ
ク
（結
束
）
　

平
瓦
五
枚

一
組
と
し
て
ワ
ラ
縄
で
結
ぶ
事
（補
充
）地
積
み

一
五

一



ツ
ミ
ド

リ

ホ

シ

ウ

ロ
コ

（四
）
窯

カ
マ
ミ
ギ
ガ
マ

ヒ
ダ
リ
ガ
マ

キ
ア
ゲ

ダ
イ
ソ
ク

オ
ー
イ
レ

カ
マ
ズ
ミ

ハ
セ
（図
９
）

モ
ミ
ツ
チ
（図
９
）

窯
場
の
図

（図
１０
）

内
部
略
図

（図
■
）

ド
ウ
ロ
　
ゾ
ウ
リ

オ
イ
バ
セ

モ
ミ
ツ
チ
ズ
ナ

ク
ス
リ
ガ
ケ
し
た
シ
ラ
ヂ
を
そ
の
ま
ま
、
積
み
重
ね
る
事
。
場
所

の
狭
い
場
合
に
す
る

ア
ラ
ヂ
や
キ
リ
タ
テ
が
寒
さ
に
よ
り
中
の
水
分
が
凍

っ
て
表
面
に

で
き
た
星
形
の
氷

右
記
の
称
で
あ

っ
て
ウ
ロ
コ
形
に
な
っ
た
も
の

窯
。
現
在
は
登
り
窯
を
普
通
と
す
る
。

カ
マ
ズ
ミ
す
る
場
合
に
小
日
が
右
側
に
あ
る
カ
マ

右
記
の
反
対

燃
料
と
な
る
松
割
木
を
カ
マ
に
負
い
上
げ
る

燃
料
と
な
る
松
割
木

瓦
素
地
を
カ
マ
運
び
入
れ
る
事

瓦
素
地
を
カ
マ
の
中
に
積
み
上
げ
る
事

瓦
と
瓦
と
が
粘
着
し
な
い
様
に
間
に
挟
ま
せ
る
。　
一
度
素
焼
き
し

た
も
の
。

瓦
の
下
に
お
い
て
瓦
の
密
着
を
防
ぐ
。
粘
土
の
ま
ま
用
う

ハ
セ

。
モ
ミ
ツ
チ
共
に
瓦
の
粘
土
よ
り
砂
の
多
い
脆
い
粘
土
を
用

い
て
作
り
、
瓦
が
焼
け
て
か
ら
瓦
と
離
れ
易
く
す
る

モ
ー
ロ
　
ド
ー

ロ
は
モ
ミ
ツ
チ
が
焼
け
て
廃
品
と
な

っ
た
も
の
を

一Ａ
う
。

カ
ワ
ラ
を
積
む
時
に
用
い
る
粘
土
。
モ
ミ
ツ
チ
よ
り
柔
い
土
を
用

い
る
モ
ミ
上
に
つ
け
る
砂
で
細
粒
の
砂
を
用
い
る
。
ア
ゼ
、
瓦
な
ど
と

の
粘
着
を
少
な
く
す
る

メ
ズ
ナ

ツ
バ
ミ
バ
セ

ウ
ワ
ダ
ン

ノ
ヘ
ナ

キ
ユ
ー
ナ

ゲ
タ
を
ハ
カ
セ
ル

ク
チ
ヲ
カ
ケ
ル

ワ
タ
ン

・
ホ
ー
ダ
ツ

（五
）
窯
焚
き

ツ
ユ
ダ
キ

ヌ
ク

メ

ホ
ン
ダ
キ

ナ
カ
ダ
キ

コ
ク
ベ

オ
ー
ク
ベ

ア
ク
コ
グ
チ
ヲ
タ
ク

ハ
シ
レ
ル

サ

エ
ル

ア
ガ
ル

ハ
ナ
ト
ビ

モ
ミ
ツ
チ
砂
と
し
て
用
い
る
。
極
細
粒
砂
。
有
福
村
産

最
前
面
に
積
ん
だ
瓦
が
前
に
倒
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
柔
い
土
を

挟
む
。
そ
の
上

四
段
目
五
段
日
ご
ろ
を
云
い
道
具
物

（カ
ラ
ク
サ
、
ト
モ
エ
、
オ

ニ
瓦
な
ど
）
を
つ
む
。

積
ん
だ
瓦
が
奥

へ
傾
い
て
い
る
場
合

つ
ん
だ
瓦
が
垂
直
な
場
合

道
具
物
を
積
む
時
、
高
さ
を
他
の
瓦
と
の
粘
着
を
防
ぐ
様
に
少
し

高
く
す
る
た
め
に
道
具
物
の
下
に
モ
ミ
ツ
チ
を
し
い
て
高
く
す
る

ク
チ
を
焚
く
穴
を
残
し
て
ア
ゼ
で
大
体
ふ
さ
ぐ

ダ
イ
ア
ゼ
　
ク
チ
ア
ゼ

（図
１２
）

カ
マ
の
五
番
ご
ろ
か
ら
末
迄
各
小
口
毎
に
火
を
焚
い
て
水
分
を
ぬ

か
す
大
日
で
徐
々
に
火
を
焚
く
事
。
四
、
五
時
間
～
十
時
間

大
口
を
強
く
焚
く
事
。
十
六
時
間
～
廿
十
時
間

ホ
ン
ダ
キ
に
か
か
っ
て
か
ら
四
～
五
時
間
程
度
の
こ
ろ

少
し
づ

つ
焚
く
事

ホ
ン
ダ
キ
の
終
わ
り
ご
ろ
殊
に
強
く
焚
く
事

オ
キ

（嶼
）
の
事

大
日
が
焚
き
終

っ
て
か
ら
各
窯
の
小
口
を
下
段
よ
り
順
次
に
焚
く

事温
度
急
上
昇
の
場
合
瓦
が
破
損
す
る
事

温
度
上
昇
し
て
カ
マ
の
中
が
黄
白
色
に
な
る
事

焚
き
が
終
わ
る
事

焚
く
の
が
強
す
ぎ
た
場
合
と
か
積
み
方
が
垂
直
に
す
ぎ
る
場
合
、

一 四
一



キ
リ
タ
テ
　
　
　
　
　
切
り
終
わ
っ
た
も
の

キ
リ
タ
テ

。
キ
リ
場
　
切
る
場
所

ウ
チ
ギ
リ
　
　
　
　
　
型
よ
り
内
側
に
傾
い
て
切
る
事

ソ
ト
ギ
リ

ア
ナ
ア
ケ
　
　
　
　
　
カ
ワ
ラ
ガ
マ
の
柄
の
先
端
に
つ
け
る
瓦
の
穴
あ
け
道
具

瓦
部
分
名
称
　
　
　
　
ス
テ
・
サ
ン
・
ク
チ
・
サ
ン
ノ
ア
タ
マ
・
サ
ン
カ
ギ

（シ
キ
カ
ギ
▼

ア
ナ

・
ク
チ
カ
ギ

（図
４
）

マ
キ
オ
ロ
シ
　
　
　
　
カ
マ
に
水
を
つ
け
て
切
っ
た
跡
を
な
で
て
切
り
跡
の
小
穴
を
つ
ぶ

す
事
。
（ク
チ
の
場
合
）

リ
ヨ
ウ
ナ
デ
？

カ
タ
ナ
デ
？

ナ
デ
ヲ
カ
ウ
　
　
　
　
切
っ
た
ア
ラ
ヂ
を
カ
マ
で
な
で
る
事
。
肌
目
が
細
く
な
っ
て
外
観

が
よ
く
な
り
、
釉
薬
が
の
り
易
く
な
る
。

ユ
ビ
ナ
デ
　
　
　
　
　
角
を
指
で
な
で
て
滑
ら
か
に
す
る
。

（三
）
乾
燥

・
釉
薬
ガ
ケ

ス
ク
マ
セ
ル
　
　
　
　
切
っ
た
瓦
を

一
日
位
置
く
事

ホ
シ
ニ
ワ
　
　
　
　
　
干
し
場

ウ
ラ
ゾ
ク
ロ
イ
　
　
　
乾
燥
よ
り
生
じ
た
裏
の
亀
裂
を
粘
上
で
ふ
さ
ぐ
事

ス
テ
ガ
イ
ヌ
ル
　
　
　
ス
テ
が
歪
む
事

カ
ヤ
ス

（モ
ド
ス
）
　

千
し
瓦
を
ひ
っ
く
り
返
す
事

ハ
ン
シ
ラ
ヂ
　
　
　
　
キ
リ
タ
テ
が
半
乾
き
の
も
の

タ
ナ
ガ
ケ
　
　
　
　
　
日
干
し
た
も
の
を
乾
燥
棚
に
か
け
る
事

ダ
キ
ア
ワ
セ

（図
５
）

ミ
ヨ
ウ
ハ
チ

（図
６
）

ウ
ス
ガ
ケ

（図
７
）

ア
ツ
ガ
ケ
　
　
　
　
　
ウ
ス
ガ
ケ
の
瓦
の
如
き
並
べ
方
だ
が
、
各
瓦
を
三
枚
づ
つ
に
す
る
。

以
上
の
ダ
キ
ア
ワ
セ

・

シ
ン
ガ
ア
オ
イ

シ
ブ
が
ウ
ク

キ
レ
ト
マ

タ
ナ
オ
ロ
シ

ア
ク
タ

ンヽ
ラ
ヂ

オ
シ
メ
ゲ

ク
ス
リ

ク
ス
リ
ガ
ケ

ワ
ク
（図
８
）

ク
ス
リ
ジ
ヤ
ク

ハ
ン
ギ
リ

ブ
ン
ジ

ク
ス
リ
ガ
キ
ズ
ム

ト
ビ
ガ
ト
ブ

フ
リ
ド

リ

ム

コ
ウ
ド

リ

ヂ
バ
シ
リ

ヂ
ヲ
キ
ル

ミ
ヨ
ウ
ハ
チ

・
ア
ツ
ガ
ケ

・
ウ
ス
ガ
ケ
は
千
す
瓦
の
乾
燥
棚
へ
の

並
べ
方

乾
燥
中
の
シ
ラ
ヂ
の
深
部
が
未
乾
で
湿
っ
た
色
を
し
て
い
る
事

乾
燥
に
よ
り
斑
点
の
で
き
る
事

亀
裂
ワ
ラ
製
品
で
コ
モ
に
似
て
い
る
。
棚
の
外
側
に
張
っ
て
強
風
や
雨

の
し
ぶ
き
を
防
ぐ

シ
ラ
ヂ
を
シ
ラ
ヂ
小
屋
に
積
む
た
め
に
下
ろ
す
事

シ
ラ
ヂ
を
積
む
た
め
の
敷
物
。
ワ
ラ
屑

乾
燥
し
た
瓦
素
地

積
ん
だ
圧
力
で
シ
ラ
ヂ
の
こ
わ
れ
る
事

釉
薬
釉
薬
を
シ
ラ
ヂ
に
か
け
る
事

ク
ス
リ
ガ
ケ
を
終
わ
っ
た
も
の
を
置
い
て
釉
薬
を
小
時
滴
ら
す
道

具ク
ス
リ
ガ
ケ
す
る
シ
ヤ
ク

大
桶
撹
拌
器
具

釉
薬
が
沈
澱
す
る
事

釉
薬
が
乾
い
て
か
ら
の
小
さ
い
亀
裂
形
。
釉
薬
の
濃
い
場
合
に
多

いク
ス
リ
ガ
ケ
し
た
シ
ラ
ヂ
を
振
っ
て
、
し
づ
く
を
た
ら
し
て
お
く

事ワ
ク
に
あ
る
ク
ス
リ
ガ
ケ
し
た
シ
ラ
デ
を
取
る
事

リ
レ
ー
式
に
も
の
を
運
ぶ
時
最
初
の
物
を
と
り
あ
げ
る
人

？
・



イ
レ
フ
ネ
　
　
　
　
　
土
を
槽
に
入
れ
る
事
。

ジ
ョ
レ
ン
　
　
　
　
　
土
を
フ
ネ
に
入
れ
て
そ
れ
を
山
鍬
で
小
さ
く
削
り
混
ぜ
る
事
。
現

今
、
都
野
津
で
は
土
練
機
を
用
い
る
か
ら
廃
れ
た
。

ボ
ー
ズ
　
　
　
　
　
　
坊
主
。
ジ
ョ
レ
ン
し
た
土
を
坊
主
形
に
し
て
、
フ
ネ
よ
り
取
り
出

す
。
そ
の
坊
主
形
の
土

ボ
ー
ズ
を
カ
ヤ
ス
　
　
ボ
ー
ズ
を
針
金
で
三
分
位
の
厚
さ
に
切
っ
て
他

へ
移
し
、
ふ
み
つ

け
て
練
る

タ
タ
ラ
　
　
　
　
　
　
ボ
ー
ズ
を
針
金
で
切

っ
て
巾
尺
二
寸
、
高
さ
三
尺
位
、
長
さ
十
二

尺
位
の
粘
上
の
垣
の
如
き
も
の
に
築
く
。
こ
の
土
塀
の
如
き
も
の

を
タ
タ
ラ
と
云
う
。
こ
れ
を
適
当
に
切

っ
て
ア
ラ
ヂ
に
と
る
の
で

あ
る
が
現
在
都
野
津
に
於
て
は
ア
ラ
ヂ
機
を
用
う
る
の
で
、
こ
れ

を
作
る
の
は
ア
ゼ
を
作
る
時
だ
け
で
あ
る
。

（図
１
）

夕
タ
ラ
が
槽
の
方

へ
傾
い
て
い
る
。

オ
カ
ノ
方

へ
傾
イ
テ
イ
ル
。　
前
記
の
反
対
側
に
傾
い
て
い
る
場
合
を
云
う
。

メ
ツ
ケ
　
　
　
　
　
　
タ
タ
ラ
の
高
さ
を
区
切
る
印

（図
１
）

ト
コ
バ
リ
　
　
　
　
　
タ
タ
ラ
の
巾

（図
１
）

ス
ミ
　
　
　
　
　
　
　
タ
タ
ラ
の
長
さ
を
区
切
る
印

（図
１
）

ヒ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
タ
タ
ラ
を

一
定
の
寸
法
に
し
て
そ
の
寸
法
よ
り
余

っ
た
土
で
、
両

横
の
部
分
。

（図
１
）

サ
ゲ
ブ
リ
　
　
　
　
　
タ
タ
ラ
の
垂
直
を
見
る
器

セ
ギ
　
　
　
　
　
　
　
タ
タ
ラ
の
定
規
を
止
め
る
竹
製
品

ヂ

ョ
ウ
ギ
。タ
テ
ヂ

ョ
ウ
ギ
　
タ
タ
ラ
に
用
う
。

テ
ナ
ワ
　
　
　
　
　
　
土
を
切
る
針
金

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
タ
ラ
の
上
の
隙
間

ジ
ョ
レ
ン
以
下
こ
こ
迄
は
、
現
在
都
野
津
に
於
て
は
、
特
殊
の
場
合
以
外
行
は
れ
な
い
。

フ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
土
を
上
練
す
る
た
め
に
入
れ
て
お
く
槽
。
地
面
を
尺
五
寸
位
の
深

ド
レ
ン
キ

ア
ラ
ネ
リ

シ
ア
ゲ

・
二
番
練
り

ア
ラ
ヂ
キ

ア
ラ
ヂ
ト
リ

フ
リ

コ

テ
ナ

ワ

ア
ラ
ヂ
型

（図
２
）

ア
ラ
ヂ
ヲ
ワ
ル

ア
ラ
ヂ
を
カ
ヤ
（
工
）
ス

ア
ラ
ヂ
を
ヨ
セ
ル

シ
ヨ
リ
バ

ヒ

ト

ミ

ヒ

ト

ミ

イ

タ

マ
ク

リ

タ
タ
キ

カ
ワ
ラ
ガ
マ
（カ
マ
）

キ
リ
ガ
タ

（図
３
）

キ
リ
ク
ズ

キ
リ
シ
ロ
ガ
ナ
イ

さ
に
掘

っ
た
四
角
な
も
の
。
底
や
囲
い
に
板
が
張

っ
て
あ
る
。
こ

の
中
に
土
を
入
れ
適
当
に
加
水
し
て
使
用
に
良
い
柔
さ
に
す
る
。

土
練
機
。
上
を
練
る
機
械

第

一
回
目
の
土
練

第
二
回
目
の
土
練

ア
ラ
ヂ
機
。
ア
ラ
ヂ
大
略
瓦
形
と
な

っ
た
粘
土

ア
ラ
ヂ
を
作
る
事

シ
ラ
ヂ
の
破
片
を
粉
に
し
て
フ
ル
イ
で
ふ
る
っ
た
も
の
。
ア
ラ
ヂ

相
互
の
粘
着
を
防
ぐ
た
め
に
ア
ラ
ヂ
の
間
に
ふ
る
。

土
を
切
る
針
金

昔
は
こ
の
も
の
で
ア
ラ
ヂ
に
し
て
い
た
が
、
現
在
は
ア
ラ
ヂ
機
か

ら
連
続
し
て
出
て
く
る
ア
ラ
ヂ
を
受
け
る
も
の
と
な

っ
た
。

ア
ラ
ヂ
機
よ
リ
ア
ラ
ヂ
が
二
枚
づ

つ
出
る
。
そ
の

一
緒
に
な

っ
て

い
る
の
を
離
す
事
。

ア
ラ
ヂ
を
ひ
っ
く
り
返
す
事

一
ま
と
め
に
す
る
事

瓦
製
造
場

（カ
マ
場
を
除
く
）

シ
ヨ
リ
バ
の
窓
。
上

・
下

ヒ
ト
ミ
を
被
う
板

ア
ラ
ヂ
が
よ
せ
て
あ
る
も
の
の
廻
り
を
ま
く
も
の
。
ワ
ラ
製
品

ア
ラ
ヂ
を
叩
く
木
製
品
。
桜
の
木
が
良
い
。
こ
れ
で
叩
い
て
上
を

固
め
る
。

ア
ラ
ヂ
を
瓦
型
に
切

っ
て
全
て
瓦
の
型
に
す
る
道
具

キ
リ
落
し
た
粘
土

ア
ラ
ヂ
が
キ
リ
ガ
タ
に
不
足
す
る
場
合
を
云
う



都
野
津
町
瓦
工
場
語
録

初
め
に
都
野
津
の
瓦
工
場
で
用
い
て
い
る
言
葉
を
集
め
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
学
者
に

調
べ
て
頂
く
と
都
野
津
或
い
は
石
見
の
製
瓦
技
術
が
日
本
の
ど
の
辺
の
系
統
で
あ
る
か
解

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

或
い
は
不
明
に
終
わ
っ
て
骨
折
り
損
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
都
野
津
瓦
の
歴
史

を
調
べ
る
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
術
を
つ
く
し
て
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
意
味
で

皆
様
方
の
御
協
力
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
冊
子
の
中
に
誤
り
や
ぬ
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
と
も
御
教
へ
下
さ

い
。

昭
和
２７
年
７
月
　
森
本
　
幸
治

（
一
）
　

採
土
、
運
搬

ツ
チ
ヤ
マ
　
　
　
　
　
土
山
。
瓦
用
粘
土
を
採
掘
す
る
場
所
。
転
じ
て
採
上
の
意
に
も
、

用
う
。

ド
ロ
ヤ
マ
　
　
　
　
　
泥
山
。
右
に
同
じ
。

ウ
ワ
ヤ
マ
　
　
　
　
　
上
山
。
瓦
用
粘
土
上
層
の
不
用
な
砂
土
。

マ
サ

（
マ
サ
ツ
チ
）
　

粘
度
小
で
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
し
た
土

マ
サ
ズ
ナ
　
　
　
　
　
マ
サ
砂
。
マ
サ
土
の
砂
が
、
か
っ
た
も
の
。

ヒ
メ
マ
サ
　
　
　
　
　
姫
マ
サ
。
マ
サ
砂
で
砂
粒
小
な
る
も
の
。

ア
ラ
マ
サ
　
　
　
　
　
荒
マ
サ
。
マ
サ
砂
で
砂
粒
大
な
る
も
の
。

ネ
バ
　
　
　
　
　
　
　
粘
度
大
な
る
土

ｋ
上
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
・

ダ
コ
　
　
　
　
　
　
？

ハ
サ
リ
　
　
　
　
　
　
粘
土
層
間
に
狭
在
す
る
不
用
物
。
砂
層
。
褐
鉄
鉱
層
。

シ
キ

シ
ヨ
ウ
ヂ

シ
ニ
ヤ
マ

イ
キ
ヤ
マ

ズ
リ
土
の
ハ
ダ

ヤオ
ト

コ
シ
。

オ
ト

コ
ビ
ヤ
ク

コ
マ

ヒ
ヤ
リ

坪
ウ
ケ

（
二
）
瓦
の
成
形

ド
ロ
ガ
ネ
ル

普
通
に
採
土
さ
れ
得
る
粘
土
層
の
最
下
底
。
不
用
な
粘
土
、
又
は

砂
が
で
る
こ
と
が
多
い
。

小
路
？
前
年
採
土
し
た
隣
を
採
掘
す
る
場
合
に
は
前
年
採
土
し
て

跡
を
埋
め
た
境
界
よ
り
、
或
隔
り
を
お
い
て
採
土
す
る
。
そ
の
隔

り
の
土
。
大
体

一
尺
。

死
山
。
採
土
後
穴
埋
め
し
た
部
分
。
転
じ
て

一
度
採
土
し
て
お
い

た
土
全
部
を
も
云
う
。

生
山
。
土
山
の
未
採
土
の
部
分
。

崩
れ
落
ち
た
土

土
の
小
隙
間

木
、
又
は
鉄
の
光

っ
た
棒
。
直
径
三
分
～
五
分
。
長
さ
尺
～
尺
五

寸
位
。
こ
れ
を
上
に
打
ち
込
み
、
上
の
ハ
ダ
を
大
に
し
て
土
を
崩

す
。

男
日
役
。
右
の
名
称
は
採
土
以
外
の
労
働
に
も
普
通
に
用
い
る
。

日
や
と
い
で
あ
る
。

オ
イ
コ
に
土
を

一
荷

（容
積
。
チ
リ
ト
リ
ニ
杯
。
重
量
未
乾
燥
の

瓦

（ア
ラ
ヂ
）
六
～
八
枚
分
十

一
枚
、　
一
メ
ー
）
入
れ
て
土
置
場

へ
負
う
て
運
搬
し
コ
マ
と
称
す
る
も
の

（小
さ
い
厚
紙
に
工
場
印

を
押
し
た
も
の
）
を

一
枚
賞
ふ
。
こ
の
枚
数
に
よ
り
賃
を
勘
定
す

る
。
こ
の
方
法
に
よ
る
運
搬
法
を
コ
マ
と
云
っ
て
い
る
。

日
給
で
運
ぶ
人
夫
。
運
搬
に
限
ら
ず
極
め
て
普
通
に
用
い
る
。

六
尺
立
方
の
土
を

一
坪
と
し
て
採
土
運
搬
を
請
負
う
る
。

採
っ
た
粘
土
が
雨
露
に
よ
っ
て
砕
か
れ
、
又
不
用
分
が
流
さ
れ
て

使
用
に
良
い
状
態
に
な
る
事
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波積町本郷遠景
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5房目 (正面から)
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登窯通路 (大日付近から)
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9房内 (小日から) 9房内調査前 (奥から)

11房甲内側9房甲端部組み方
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11房露抜き穴
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煙突下、炭掻き出し穴

フカセ内部
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大口土層
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矢源田窯跡及び窯周辺出上遺物 1
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矢源田窯跡及び窯周辺出上遺物 2



写真図版 17

感

３７

矢源田窯跡及び窯周辺出土遺物 3



写真図版 18

40

~V          42

矢源田窯跡及び窯周辺出土遺物4
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